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概要：本研究は、在宅における作業で想定される音環境が執務者および作業効率や作業成績にどのような影響を

与えているかを評価し、どの音環境が適切であるかを考察した。近年、労働生産性や業務効率の向上を主な目的

として、企業はテレワークを導入し始めている。また、昨今の新型コロナウイルスの影響も相まって、テレワー

クの需要は伸び続けている。そこで、本研究はテレワークにおける課題の軽減または解決を音環境からアプロー

チしたものである。先行研究から、音環境が執務者や作業に与える影響について多くなされているが、生活音や

執務者の好みの音環境条件で言語処理能力と数字処理能力、比較判断能力を行った研究はない。そこで、本研究

は生活音、被験者が好んで使用する音源といった在宅時に想定される音環境で言語処理能力と数字処理能力、比

較判断能力を必要とする作業を行い、その音環境が作業効率や成績、被験者に与える影響を調査および評価した。 
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1．研究背景 

 テレワークを導入し始めている企業は、新型コロ

ナウイルスの影響でさらに増加したとともに、テレ

ワークの時間的・空間的制約の解放といったメリッ

トによって、その優位性が示され、収束後もテレワ

ークを継続する意向を示す企業が多く見られたが、

テレワークには作業時間が長くなる傾向があるな

どといったデメリットも見られた。そこで、テレワ

ークにおける課題の軽減または解決は重要性が増

してくると考えた。そこで、本研究は在宅における

作業で想定される音環境が執務者や作業効率など

にどのような影響を与えているかを評価し、考察す

ることで執務者に対して、テレワークに適切な音環

境を提示することを目指した。 

 

2．音環境が執務者や作業に与える影響 

 音環境が執務者や作業に影響を与えることは多

くの先行研究で示されている。具体的には、実施す

る作業の内容、音源や音圧レベルといった要素によ

って、執務者と作業効率や成績に与える影響が変化

すると示唆されている。先行研究から、これらの研

究の課題として、様々な種類の音環境と作業が必要

であると述べられていた。本研究では、在宅時で生

じることが想定される生活音や執務者が好む音源

といった音環境が執務者と作業効率などに与える

影響を、言語処理能力と数字処理能力、比較判断能

力の作業による評価を行った研究がないため、実施

した。 

 

3．各音環境条件の実験概要および評価手法 

 男子学生7名、女子学生2名の計9名の学生（22 〜

24歳、平均22.9歳）に実験を行った。 

本実験では、在宅時で想定される音環境が執務者

と作業効率や成績に与える影響を調査・評価した。

作業内容は先行研究で用いられたタスクを参考に

言語処理能力・数字処理能力・比較判断能力を含ん

だ問題を実施した。また、実験中は被験者の疲労度

の蓄積、快適性、集中度の主観的評価の変化を調べ

るために、各作業前後で疲労度・快適性・集中度は

7段階の評価、それらの評価理由とそれら以外の要

素については自由記述を用いたアンケートを行な

った。実験終了後は、各音環境条件における蓄積、

快適性、集中度をマグニチュード法、音以外の環境

要因の有無、被験者が普段聴く音の中で疲労度、快

適性や集中度が変化する音環境を問うアンケート

を行った。実験時の作業環境は、在宅作業を想定し、

デスクライトと書籍を数冊配置した。また、被験者

の正面には壁を想定した仕切りとBluetoothスピー

カーを被験者の正面から80cmの位置に配置し、音源

を流した。実験中の室温は23℃に設定した。 
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図.1 実験の作業環境(坂之上, 2021) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．主観評価と客観評価の関係性 

 主観評価は作業アンケートと終了アンケートか

ら得られた結果から評価を行う。上記の 2つのアン

ケートは、被験者の疲音環境に対する疲労度、快適

性、集中度の 3つの要素に加えて、その他の作業環

境などを 7段評価と自由記述によって、調査をした。

客観的評価は各作業に要した時間と正答数をもと

に考察した。ここでは、個人の知識量や問題の解き

方といった要素が所要時間に影響を与える可能性

がある漢字の正誤判定および漢字と数字の複合正

誤判定を除き、計算関連の正誤判定に焦点を当てて

考察を行う。 

 所要時間において、被験者が好んで用いる音環境

とクラシック音楽の 2 つが他の音環境より短かっ

た。さらに、被験者が好んで用いる音環境は疲労度

の軽減または回復、快適性の向上が見られた。ただ

し、被験者が集中できたという評価にもかかわらず、

平均正答数は最も少なかった。アンケートより集中

度の項目で音に気を取られたという意見や作業シ

ートや計算用紙で計算過程と数の大小比較の誤り

は見られたことから、作業への集中が妨げれたこと

が考えられる。また、標準誤差も大きかったことか

ら、個人の集中力によって、精度が変化すると考え

られる。 

クラシック音楽は、アンケートより、曲を認知し

ており、好きであるという被験者には疲労が軽減さ

れたという意見が見られたが、その他の被験者は特

に疲労軽減を感じた人はいなかった。快適性と集中

度は、不快ではないが音がない方が良い、クラシッ

ク音楽を聴き慣れていないため、不快に感じた、好

きな曲であるため、楽しく作業ができたと普段の作

業環境との差異と曲の認知度や好みが影響を与え

ると考えられる。 

これらの結果から、被験者の普段の音環境とある程

度の差異がある、音環境への認知度や好みが快適性

と集中度に影響を与える可能性が考えられる。 

 エアコンの稼働音、掃除機の稼働音での条件では、

快適性において、音が気になる、または生活音によ

って、普段の作業と近かい環境であったと意見が得

られた。しかし、掃除機の稼働音では、マイナス面

の意見がエアコンの稼働音より多く見られた。また、

上記の稼働音によって、快適性と集中度の低下に伴

う、作業成績の低下も見られた。 

 

5．結論（まとめ） 

 実験結果より、執務者が好む音環境は疲労の軽

減・回復には有効的だが、個人によって、作業の精

度が他の音環境より劣る可能性がある。また、普段

の音環境と差異がある、音環境への認知度や好みが

快適性と集中度に影響を与える可能性が見受けら

れた。より適切な音環境を調査するには、音環境に

含まれる特性をより細かく分類する必要があると

考えている。さらに執務者の職業や日頃行っている

タスクによって、作業内容や必要とされる能力が異

なるため、より多くの作業内容を用意あるいは執務

者が行っているタスクで検証する必要がある。 
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